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これからの社会を生きる子供たちのために・・・ 

～学校規模適正化 第１回保護者説明会～実施結果のご報告 

 

 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は本市教育行政にご理解をいただき、誠に

ありがとうございます。 

 神戸市教育委員会では、令和５年６月に「学校教育環境の向上及び学校規模の適正化に関する基

本方針（以下、基本方針）」を策定し、１１学級以下の小学校ならびに８学級以下の中学校を対象に小規

模校対策に取り組んでいます。 

 竜が台中学校は小規模校であり、学校運営協議会でこの基本方針をもとに学校規模の適正化の取

り組みを通して、子供たちの教育環境をどのように向上させていくかなどの話し合いを行ってきました。

その上で、１０月に第１回保護者説明会を行いましたので、その結果をご報告いたします。なお、今回頂

戴したご意見等を踏まえて、３学期に第２回保護者説明会を開催する予定にしています。よろしくお願

いします。 
 
○第１回保護者説明会の報告 
 
１．日時  令和６年１０月２３日（水）  ９：３０～１０：４０ 
 
２．場所  竜が台中学校多目的教室 
 
３．出席数  ７世帯 
 

４．神戸市教育委員会からの説明 

 （１）基本方針について 

 （２）竜が台中学校の校区、生徒数・学級数の推計について 

 （３）小規模校の良さと課題（一例）について 

 （４）学校運営協議会における話し合いの内容について 

 （５）今後の予定について 

 （６）その他 

 ※当日使用しました説明会資料については、別途、すぐーるにてお送りします。 
 
５．出席者からの主なご質問・ご意見 

 紙面の関係で、いただいたご質問、ご意見の全てを掲載できているわけではありません。ご了承くだ

さい。 

 （１）保護者説明会について 

出席者からの主なご質問・ご意見 神戸市教育委員会より 

・事前の案内では、このような内容の説明だと知らな

かった保護者もきっといるはずなので、今後はもう少

し分かりやすい案内にしてほしいです。 

・内容が伝わりにくいお知らせとなり、申し訳ありませ

んでした。今後、内容が分かりやすいようにしていき

たいと思います。 

・小学生以下の子供がいないので、今何も決まってい

ないのであれば、直接関係ないと思うのですが。 

・小学生以下の子供を育てている保護者にとって、中

学生の保護者の意見は参考になります。今後もぜひ

ご出席いただければありがたいです。 

第２回保護者説明会 開催予定日 
（いずれも１時間３０分程度） 

○令和７年２月２７日(木) ９：３０～、１３：３０～ 

会場：菅の台小学校 

○令和７年３月１日(土)１０：００～ 

会場：竜が台中学校 

○令和７年３月３日(月)９：３０～、１３：３０～ 

会場：竜が台小学校 

・いずれも同様の説明を予定しています。ご都

合の良い日時にお越しください。 

・学校行事等により、日程が変更になる可能

性があります。説明会の内容等も含め、詳し

くは１月上旬にすぐーるにて改めてご案内し

ます。 



 （２）学校規模の適正化について 

出席者からの主なご質問・ご意見 神戸市教育委員会より 

・義務教育学校に移行しても、小学生は４５分授業、中

学生は５０分授業ですか。 

・基本的には小学生は４５分授業、中学生は５０分授

業です。ただ、小学校高学年から５０分授業を実施し

ている学校もあります。 

・義務教育学校になっても小学校６年、中学校３年と

いうように考えればいいのでしょうか。 

・小学校課程は６年、中学校課程は３年ということに変

わりはありません。ただ、義務教育９年間の中で４年・

３年・２年などのブロックを設けて教育活動を行って

いる学校もあります。 

・義務教育学校へ移行しても生徒数は変わりません。

移行するメリットを教えてください。 

・一例として、中学生が小学生の手本になろうという意

識が高まり、思いやりや助け合いの気持ちが深まっ

たという報告があります。 

・義務教育学校へ移行する良さと課題について教えて

ほしいです。 

・良さと課題について一例を紹介します。詳しくは今

後、説明できればと思います。 

【良さ】小中学校の教員が指導内容を共有したり、お

互いの良さを取り入れたりすることで、より良い授業

を行うことが期待できます。子供たちの学習意欲が

向上したという報告もあります。 

【課題】義務教育９年間を通した学校生活になるので、

小学校高学年のリーダー性や主体性の育成につい

て課題があるという報告があります。各校において、

日々の教育活動で工夫し、解消を図っています。 

・中学校の先生が学年をまたがって指導されているの

は大変なことだと思います。また、教科によっては途

中で先生が交代することがあると聞いています。義

務教育学校になれば、少しは解消されるのでしょう

か。 

・小規模の中学校では、教科によっては学年をまたが

って指導をしているということが多く見られ、教材準

備等で大変であるということを聞いています。ご質問

の件につきましても、今後考えていきたいと思いま

す。 

・義務教育学校になると、小学校の卒業式や中学校の

入学式はなくなるのですか。また、制服や PTA など

はどうなるのですか。 

・特に決まったものはありません。ご質問にある件も含

めて、今後、検討できればと思います。 

・学校統合については、小学生であればあまり問題は

ないと思うのですが、中学生だと他校の生徒と関わ

りをもつことは行動範囲が広がるなど良い面だけで

はないと思います。また、校区も広くなり通学も大変

だと思います。 

・ご意見、ありがとうございます。今後の参考にさせて

いただきます。 

 
 （３）今後の進め方について 

出席者からの主なご質問・ご意見 神戸市教育委員会より 

・小学校入学前の保護者にも説明をした方がいいと

思います。 

・今後もこのような説明会を行っていきます。小学校

入学前の保護者の方への説明についても、しかるべ

きタイミングで行いたいと思います。 

  （問い合わせ先）神戸市教育委員会事務局学校環境整備課 担当：青木・田尾・皆木 

（０７８）９８４－０６９１ 


